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ンパク質の N 末端をアセチル化する酵素 NatA がリボソーム生合成に重要な機能を有する




























リボソーム生合成における Ebp2 と Brx1 の協調的な機能連携に影響を及ぼす可能性があ
る。NatA及び Ebp2と Brx1などのリボソーム生合成調節タンパク質は、酵母からヒトにま
で保存されているので、N 末端アセチル化は、高等真核生物のリボソーム生合成に関わる
可能性がある。最近、ARD1の欠損によって引き起こされる X染色体連鎖遺伝性疾患が報告
されている。さらに、いくつかの研究が Ard1 と癌化との関連を示唆している。酵母にお
ける NatA の研究は、これら病気の原因解明、さらにはその治療や予防に役立つことが期
待される。 
 
以上、審査の結果、本論文の著者は博士（農学）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
